
 

科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 ２年 後期 

授業科目 老年症候群援助論 

選択／必修 選択 単位数（時間数） １単位 １５時間 授業形態 講義 

担当教員 北村隆子 

メールアドレ

ス 
t-kitamura@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 授業終了後 

 

授業目的 

加齢による心身機能の低下や加齢に伴う疾患を背景に発症し、生活機能や生活

の質を低下させる要因となる、老年症候群についての症状・メカニズムと看護に

ついて学ぶ。 

授業概要 

加齢や加齢に伴う疾患から発症する老年症候群の症状・メカニズムおよび加齢

との関連性について、事例を用いながら解説する。症状が加齢を原因としたもの

か、あるいは疾患から発症しているものかを判断し、適切な援助方法が考えられ

る知識を培うことを目標に授業展開する。 

授業内容 

第 1 回 老年症候群および生活不活発病について  

第 2 回 老年症候群とその看護 1（脱水と浮腫）  

第 3 回 老年症候群とその看護 2（尿失禁、便秘、下痢）  

第 4 回 老年症候群とその看護 3（低栄養、誤嚥）  

第 5 回 老年症候群とその看護 4（皮膚掻痒感・褥瘡）  

第 6 回 老年症候群とその看護 5（痛み・骨粗鬆症・しびれ）  

第 7 回 老年症候群とその看護 6（転倒、視聴覚の障害）  

第 8 回 老年症候群とその看護 7（認知症、せん妄、うつ症状）、まとめ 

教科書 

参考書等 

教科書：奥野茂代、大西和子編：老年看護学 概論と看護の実践、第 6 版 ヌー

ヴェルヒロカワ、2019． 参考書等：授業の中で随時提示する 

成績評価 

基準・方法 
筆記試験（100%）、60点以上を合格点とする 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 

本授業内容は、３年次開講の老年看護学および老年看護学実習Ⅰに関連していま

す。選択科目ですが履修を勧めます。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての高齢入院患者が多くを占めている病院での臨床経験を活かし 

て、高齢期の急性・慢性疾患に付随して起こる老年症候群とその援助のあり方に 

ついて講義を行う。 

 


